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い

た

ホ

ー

ト

ン

家
に

関
す
る
ヘ

ン

リ
二

世
以

降
の

約
一

二

〇
〇
の

土

地

証
書
を

中
心
に

印
刷
し

た

も
の

｡

史
料
は

村
落
別
に

整
理
さ

れ

大
所
領
の

形
成
を

再
構
成

す
る

こ

と

が

出
来
よ

う
｡

〔

1 2
〕

A

C

巴
①

ロ

d
P
l

O
f

t

F
e

Z
O

→

已
切

D
e

e

訂

す
ナ

ロ
J
日

日

す

(

召
-

･

巴
)

〔

11
〕

と

同
種
の

史
料
の

刊
行
を

リ
バ

プ
ー

ル

と

縁
の

深
い

ノ

リ
ス

家
に

つ

い

て

行
な

っ

た

も

の
｡

時
期
は

十
二

～

五

世

紀
｡

〔

1 3
〕

A

C

巴
e

ロ

d
P
→

○
巾

t

F

巳

勺
P

ユ

O
h

t

F
e

C
O
-

-

e

O

t
-

○

ロ

○

叶

評

U
2

2

計

a

邑
勺

名
2

記

O
f

l

F
e

巳
0

0

1

句

宍
ロ
i

-

Ⅵ

O

f

野
口

打

巨
-

す

( 9 9 ) 書

J
･

守
0

弓
n

g
-

(

召
】

･

か

¶

)
･

前
記
二

史
料
と

同
一

の

整
理

を

十
七

世
紀

リ
バ

プ

ー

ル

の

ジ

ェ

ン

ト

リ

と

し

て

広
く

知
ら

れ

た
ム

ー

ア

家
史
料
に

つ

い

て

行
な
っ

た

も
の

｡

〔

1 4
〕

A
O
C

O

仁

n
t
仇

O
f

t

F
e

C
F
P

ヨ
b
e

ユ
巴
n
払

p

ロ

d

O
t

訂
→

○

琵
c

e

諾

○
叫

t

ビ
b

C
O

ロ

已
叫

○
叶

C
F
e

賢
e

り

一

山

2
･

よ
○

､

E
d
･

b

叫

声

∽
t

e

弓
P

当
T

守
○

弓
ロ

(

≦
U
i

･

笠
)
･

チ
エ

シ

ャ

伯
の

会
計
簿
の

全
訳
と
い

う

貴
重

な

成

果
で

あ

り
､

特

権
伯
所
領
の

行
政

･

財
政
組
織
を

理

解
す
る

に

は

必

須
の

も
の

で

あ

る

ば

か

り
か

､

収
入

欄
に

は

賃
貸
地

代
､

直
営
マ

ナ

地

代
､

未

成
年
者

所
領

後
見
料

､

諸
種
法
廷
収
入

等
を

含
み

経
済
史
の

史
料
集
と

し

て

も

第
一

級
の

も
の

で

あ
る

｡

そ

の

他
二

･

三

の

マ

ナ
の

荘
官
会
計
簿

､

森
林
官
理

入

会
計
簿

､

知
事
会
計
簿
等
を

含
む

｡

〔

1 5
〕

A

∽
e
-

e

c
t

-

○

ロ

符
○

日
t

F
e

勺

3
岩
O
t

C
O

亡
り
叶

｢
e

e
什

p

n

む

○

旨
e

く

河
e

3

a
払

-

宝
N

～
-

芸
○

-

肖
d

.

g
l

句
.

A
.

U
巴
】
e

呵

(

5
)
】

.

00

や
Y

絶
対

王

制
期
プ

レ

ス

コ

ッ

ト

に

関
す
る

経
済

･

法
制
史
関
係
の

凍
多
の

史

料
を

収
録
し

た
､

わ

れ

わ

れ

に

は

無
視

出
来
ぬ

も
の

で

あ
る

｡

第
一

部
は

｢

プ

レ

ス

コ

ッ

ト

教
会
牧
師
所
属
地
+

と

題
さ

れ

当
市
教
会
付
属
財
産
の

賃
貸
を

中
心

と

す
る

史
料
で

､

土

地

代
帳

､

土

地

調
査

書
等
を

含
み

､

第

二

部
は

｢

プ
レ

ス

コ

ッ

ト
の

町

と
マ

ナ
+

と

題
さ

れ
､

十
五

世
紀
の

特
許

状
等
が

集
め

ら

れ

て

い

る

が
､

二

〇
〇
頁
に

達
す
る

十
六

世
紀
コ

ー

ト
･

リ
ー

ト

の

抜
琴
が

最
も

重

要
な

も
の

で

あ

ろ

う
｡

〔

1 6
〕

→
F
e

U
0
0

打

O
f

t

F
e

A
b

ぎ
什

O
f

C
O

m
b
e

→

2
e

づ
叩

-

N

00

¢

l

-

訟
ヅ

E
P

す
.

ナ

H
巴
-

(

く
｡
-

･

い

ー

)

チ

ェ

シ

ャ

の

C
｡

m

訂
H

日
e

諾

修

道
院
長
に

所
属
す
る

ナ

ン

ト

ウ
ィ

チ

の

世
俗
財
産
の

記
録
で

土

地

証
書
の

他
に

十
四

～

十
六

世
紀
に

亘
る

八
つ

の

土

地

台
帳
を

含
む

｡

〔

1 7
〕

C
F

2
+

C

F

∽

2
･

く
e

忘
-

至
心

～
-

巴
山

E
P

す

H
.

句

訂
F

ま
の

打

(

く
○
-

･

-

)
･

全
二

部
か

ら

成
る

｡

第
一

部
は

一

六

四

九
年

｡

A
ロ

A
n

t

訂
H

叶

F
2

吋

岩
ま
巴
n
内

岩
已
n
t

①

n
a

n
〔

2

0
f

廿

詔
P
O

E
n

的

呂
-

2.払
t

e

H
班

P

ロ

ー

O
t

F
e

→

p

甘
亡
∽

宏
e

｡

に

も

と
づ

き

設
置
さ

れ

た

特
別
委
員
会
に

よ

り

調

査
さ

れ

た

教
会
財
産
に

つ

い

て

の

史
料
で

あ

り

長
老
派
教
会
の

設
置
に

閑

抑



J

ニ
ラ

て

達
し
て

行
な
わ

れ

た

も
の

で

あ

ろ

う
｡

そ

れ

以

前
の

一

六

四

六

年
九

月
に

大
司
教

･

司
教
の

称
号
が

廃
止

さ

れ

十
一

月
に

大
司
教

･

司
教
の

土

地

没

収
が

議
会
を

通
過
し

､

更
に

､

六

九
年
寺
院
評
議
会
の

廃
止
と

土

地

没
収

も

追
加
さ
れ

て

い

た
｡

こ

れ

ら
の

諸

令
に

も

と
づ

き
土

地

売
却
の

た

め

作

製
さ

れ

た
の

が

第
二

部
の

史
料
で

､

経
済
史
の

観
点
か

ら

は

後
者
が

有
益

で
､

当

時
の

ラ
ン

カ
シ

ャ

の

耕
地

制
度
を

検

討
す
る

際
に

役
立
と

う
｡

〔

1 8
〕

→
F
e

声
｡
=

盲
-

-

賢

C
0

2

胃
∽

琵
｡

ロ

吋
P

廿
e

記
-

心

£
1

悪

く
○
-

･

H

A
l

中

く
○
】

.

I
H

C
l
勺

-

く
○
-

.

H
H

H

G
I

H
-

く
○
-

Ⅰ

く
H

I
O

}

く
○
-

･

く

吋

l

早

く
○
-

､

く
H

∽

-

W
e

-

く
○
-

.

く
H

H

W
e

I
ぺ

)

H
P

げ

叫

ナ

H
･

S
t

P
n

n

ど
g

P

邑
-
.

野
○

弓
ロ

♂

≡
(

d

d
-

∽
.

N

♪

N

か
ー

N

¢
-

阜

ぶ

設
1

課
)

.

当
協
会
の

刊
行
物

中
の

白
眉
は

市
民
革
命
期
の

王

党
派
の

土

地

没

収
と

関
連
し

て

行
な

わ

れ

た

示

談
金
制
度
の

史
料
の

完
全
複

製
で

あ
る

｡

こ

の

周
知
の

史
料
に

つ

い

て

多
く

を

語
る

必

要
は

あ

る

ま
い

が
､

一

八

九

一

年
に

第
一

巻
が

公

刊
さ

れ

て

以

来
一

九
四
二

年
に

完
結
す
る

ま

で

半
世

紀
に

亘
っ

て

続
け
ら

れ

た

全
七

巻
の

史
料
は

､

イ

ギ

リ

ス

地

方

史
協
会
に

お

け

る

史
料
刊
行
の

窟
実
さ

を

そ

れ

白
身
語

っ

て

い

る

よ

う
で

あ

る
｡

本

史
料
は

雑
多
な

内
容
を

含
む

が

大
別
し
て

､

仙

請
願
書

､

惚

訊

問
の

是
非
に

関
す
る

法
廷
の

決
定

､

矧

決
定
を

執
行
す
る

命
令

､

㈱

州

委

員
会
の

通
信

､

㈲

大
法
官
府
主

事
へ

の

具
申
等

｡

な
お

､

九
五

巻
に

は

編
者
の

詳
細
か

つ

有
益
な

紹
介
文
が

あ

る
こ

と

を

付

記
し
て

置
こ

う
｡

〔

1 9
〕

呂

旨
已
e
∽

○
巾

t

F
e

C
O

m
白

き
e

2

訂
り

t

F
e

声
e
-

岩
.

代

○
代

‥

3
≠
ロ

d
e

岩
d

呂

F
-

賢
e

り

∽
〉

巴
-

d

O
h

t

F
e

→
コ

一

笑
e

e
s

訂
→

t

ど

呂
巴
n
･

t

e

n
P

ロ
O

e

O
h

呂

訂
-

賢
e

ヨ
r

勺
什

.

H

-

監
T

い

モ
竺

T

〉

勺
什

.

I

H

-

巴
O

I

筈
-

E

P

首

W
.

A
.

望
F

p

弓

(

七

d
-

払
･

N

00
･

窒
)
･

t

F
e

¢
)

日

邑
t
t

①

e

訂
→

勺
-

∈
-

･

計
→
e

d

営
口

已
賢
e

諾

が
ロ

ー

ド

体

制
以

後
国
家
権
力
或
は

王

党
軍
芯

よ

り

和
一

J
T

迫
害
さ

れ

た

新
教
牧
師
の

救
援
を

目

的
と

し

て

設
置
さ

れ
､

一

六

四
二

年

以

降
活
動
を

開
始
し

た
｡

本

署
は

そ
の

覚
書
の

完
全
複
製
と
い

う
全
イ
ン

グ
ラ

ン

ド

で

も

目
新
し
い

成
果
で

あ
っ

て

冒
頭
の

紹
介
に

は

没
収
教
会
所

領
か

ら
の

収
入

簿
も

記
録
さ

れ

て

お

り
､

市
民
革
命
の

研
究
者
に

は

必

読

の

成
果
と

見
倣
さ

れ

よ

う
｡

〔

2 0
〕

C
F
O

ユ
e

叫

∽

已
+

く
e

叫

(

勺
0
-

.

い

い
.

｢

腫

記

録
+

)
.

市
民

革
命
直
後

に

行
な

わ

れ
た
エ

ス

ク

ワ

イ

ア

押
-
○

廿

寛
仁

C
ビ
b

ユ
e

y

の

土

地

調
査

書
の

全
文
訳
で

考
え

得
る

印
刷
さ

れ

た

土

地

調
査
書
と

し
て

最
高
の

出
来
を

示

し

研
究
意
欲
を

そ

そ

ら

れ
る

史
料
で

あ

る
｡

〔

2 1
〕

声
e

g
i

払
t

e

諾
○

巾

E

賢
巳
e

∽

○
巾

卜

巴
岩
p
の

E
謡

り
P

p

賢
払

-

ご
¶

l
-

謎
∞

-

く
○
】

∽
.

H

I
H

l

-

ご
り

〉

H
P

ビ

叫

声

∽
.

句

言
萱
U

e

(

勺
○
-

■

諾
〉

]

一〇

空
.

こ

れ

は

十
八

世
紀
農
業
史
に

利
用
し

得
る

成
果
と

し
て

極
め
て

注

目

す
べ

き

も
の

で

あ

る
｡

十
八

世
紀
初
頭
に

お

け

る

ジ

ャ

コ

バ

イ
ト

の

反

革
命
へ

の

弾
圧
と

し

て
一

七
一

五

年
何
時
で

も

彼
ら
の

所
領
に

課
税
が

出

来
る

よ

う
に

｢

カ

ト

リ
フ

ク

に

彼
ら
の

名
前
と

不

動
産
を

登
記
さ

せ
る

義

務
を

負
わ

せ

る
+

国
会
制
定
法
(

-

G
2

0

i
･

C
･

設
)

が

通
過

し
､

こ

れ

に

よ

り

本
書
の

原
本
と

な
っ

た

｢

カ

ト

リ

ッ

ク

教

徒
所

領
簿
+

押
e

的
i

苧

t

e

詔

○
什

吋
m

匂

を
ド

ひ
〉

E
∽
t

已
e

n

が

作
成
さ
れ

た

の

で

あ

る
｡

こ

れ

に

は

カ

ト

リ

ッ

ク

教
徒
姓
名

､

所
属
社
会
層

､

不

動
産

､

利
用
状
態
(

賃
貸
…
)

､

地

代
(

貨
幣

･

生

産

物
･

労

役
)

と
い

う
順
序
で

記
録
さ

れ

て

お

り
､

比

較
的
史
料
の

少
な
い

十
八

世
紀
初
頭
の

史
料
と

し
て

見
逃
す
こ

と
の

出
来

な
い

も
の

で

は

な
か

ろ

う
か

｡

都
市
関
係

｡

､

.†
J

一

■

､
▲
′

ノ

Y
-
･



ヽ

†
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2 2
〕

好
｡
-

-

∽

O

h

]

ぎ
蒜
e
∽

払

e
∽

已
t

訂
P

邑
計

民
e

3

訂
ロ
t

O

ご
訂

哲
3

長
打

O

{

守
e

芝
e

n

C
｡
･

P

賀
｡

邑
e

J

-

山

宅
～
-

畏
N

も
d

.

す
W
.

A
･

A

訂

買
入
召

-
･

羊
ヘ

ン

リ

二

世
時
代
に

特
殊
状
を

獲
得
し

た

当
市

の

ギ
ル

ド

組
合
員
登

記
簿
を

中
心

と

し

た

記
録
で

､

編
者
は

呂
e

ヨ
○

ユ
P
-

∽

O
f

t

ど
勺

3
告
｡

n

G

邑
計

の

著
者

｡

〔

2 3
〕

E

已

岩
O
t

∽

f

2
2

E
訂
1

｢

邑
呂

-

計

J
P

n

計
C
e
∽

耳

鼻

E
P

す

芦

く
･

→

旦
○

ニ
邑

･

竺
)

･

十
二

～
二

面
紀
チ

ェ

ス

タ
ー

市

の

年
代
記
で

あ
り

､

S
t

･

弓
2

旨
与

各
値
通
院
の

僧

侶
の

筆
に

な
る

と

言

わ

れ

て

い

る
｡

〔

朋

ご

押
｡
-

-

払

｡

:
訂

句

記
雫
ロ
e

ロ

O
f

t

訂

C
-

首
○
巾

C
F
e

賢
①

り

空
一

H

-

旨
N

～
-

3
0

】

芦
H

:
冒
○

～
-

∞

○

山
-

巴
.

す
G
.

H
.

E
.

官
n

ロ
e
t

t

(

邑
∽
･

早
い

半

白
由
民

登
記
簿
の

｢

摘
要
+

で

本
人
と

父

親
の

職
業
が

記
載
さ

れ

て

い

る
｡

〔

2 5
〕

知
b
亡
仏

○

:
訂
句

記
e

2
e

臼

｡

:
F
e

野
3

長
打

O
f

r
P

ロ
○

監
T

{

告
-

霊
∞

～
-

∞

蓋

勺
｢

H

A
～
P

､

空
･

I
H

呂
～
N

-

E
d

.

す

→
.

C
.

H

毒
F
2
払

(

邑
㌍

笥
〉

苫
)

∵
ア

ン

カ

ス

タ
ー

に

つ

い

て

〔

2 4
〕

と

同
様
な

史
料

っ

自
由
民
の

職
業
別
統
計
を

時
代
別
に

作
製
出
来
よ

う
｡

〔

2 6
〕

C

巴
e

邑
覧
｡
れ

C
F
e
の

訂
→

C

首
C
O

声
ロ
○

こ

呂
-

ロ

ま
e
払

-

-

豊
山

評

と
害
}

監
･

す

芦
1
･

G

宮
邑
ユ
d

g
2

(

邑
-

○

早

チ
ェ

ス

タ
ー

市

( 1 0 1) 書

の

十

七

世
紀
初
頭
か

ら

市
民

革
命
の

勃
発
に

至

る

ま

で

の

｢

市

会

議

事

録
+

の

｢

摘
要
+

で

あ
っ

て
､

市
民
革
命
期
に

至
る

都
市
の

動
向
を

知
る

史
料
が

更
に

一

つ

追
加
さ

れ

た
こ

と

を

喜
び

た

い
｡

冒
頭
の

編

者
の

十
七

世
紀
チ

ェ

シ

ャ

に

つ

い

て

の

要
を

得
七

紹
介
も

見
逃
せ

な
い

｡

財
政
史
関
係

｡

〔

2 7
〕

巨
星
F

5
.

-

ロ

t

訂
廿

宮
戸
○

ご

‥
-

誌

と
旨
-

も
d

･

b

七

戸

∽

房
弓

邑
･

野
｡

宅
ロ

(

三
-

･
諾
)
･

元

来
｢

宮
廷

財
務
記
録
集
+

空

葛
声
○

ご
∽

は

特
に

｢

宮
廷

財
務
記
録
集
出
版
協
会
+

コ
p
e

ぎ
ロ

S
O

C
-

2
-

Ⅵ

の

挙
止

に

よ
っ

て

そ
の

公

刊
が

進
め

ら

れ

て

い

る

こ

と
は

周

知
だ

が
､

史
料
の

尾

大
さ
の

た

め

既
に

七

〇
冊
余
り

も

刊
行
さ

れ
て

い

る

に

も

拘
ら

ず
今
だ

に

十
三

世
紀
後
半
に

も

達
し

て

い

な
い

｡

本
書
は

特
に

チ
ェ

シ

ャ

に

関
係
し

た

も
の

を

十
四
世
紀
に

至
る

ま
で

完
全
複
製
し

各
史
料
に

編
者
の

ノ

ー

ト

を

付
し

､

と

り

あ

え

ず
同
州
を

対

象
と

す
る

中
世
史
家
の

便
に

供
し

た

も

の

で

あ

る
｡

〔
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〕

卜
由
ロ
C

P

旨
i

岩

卜
p

q

∽
←

旨
巴
d

打
払

､

監
.

g
l

A
.

C
.

く

ど
O

e

ロ
t

(

邑
･

N

プ
ラ

ン

カ

シ

ャ

の

特
別
(

臨

時
)

税
を

史
料
の

完
全
訳
を

も

含

め
て

徹
底
的
に

分
析
し

た

輝
か

し
い

成
果
の

第
一
部
が

本
書
で

あ

り
､

租

税
史
の

研
究
で

も

詳

密
さ
に

お

い

て

群
を

抜
い

て

い

る
｡

各
時
代
の

特
別

税
一

覧
に

始
ま

り

二

二

七

年
の

最
初
の

も
の

か

ら

そ

れ
に

関
係
し

た

公

文
書
が

く

ま

な

く

渉
猟
さ
れ

て

い

る
｡

〔
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〕

→

訂
日

当
訂
β

ロ
e

l

r
P

呵

∽

ロ

訂
-

d

叫

声
○

ご

O

f

声
○

訂
ユ

d
e

夢
5
.

b

喜
臼

賀
a

-

O

F

ロ

声

邑
○

亡
h

ダ

E
P

す

ナ

～
.

ぞ
ー

賀
d
払

(

萱
-

･

阜
｢

兼
記

撃
)

･

一

三

三

二

年
の

｢

十
及
十
五

分
の

一
税
+

納
税

者
に

つ

い

て

ラ
ン

カ

シ

ャ

の

全
村
落
に

亘

る

記
録
の

印
刷
で

あ

る
｡

〔

3 0
〕

ど
賀
∽

C
O

旨
旨
卓
-

岩
ロ
∽

S

各
監

-

2

払

呂
a

∽

2
p

白
O

n
e

叫

旦
み

す
什

F
2

■
C
-

2

g
〉

;
f

-

ど

じ

宮
2

払

e

O

=
U

訂
賢
2

ュ

邑
+
N

｢

弟

記
録
+

)
･

チ
ェ

ス

タ

1

管
区
の

僧
侶
を

対

象
に

し

て
一

六
二

二
､

一

六

三

四

ユ
ハ

､

一

六

三

九
各
年
の

寄
附

､

一

六

二

四

～

七

年
の

特
別
税

､

一

六

三

五

ユ
ハ

年
の

第

丁
二

回

船
舶
税
に

つ

い

て

の

記
録

｡
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ぎ
e
e

｢

呂
O

P
S

E
諾

∽

仁

訂
-

号
カ
b
-

-

∽

(

召
-

･

-

N

｢

姓

記

五

四
一

､

一

六
二

二

両
年
に

お

け

る

サ
ル

フ

ォ

ド

瞥
-

賢
一

ハ

巧言
野

一 橋論叢 第四 十 八 巻 第 四号

ン

ド

レ

ッ

ド

と
一

六
二

八

年
の

レ

イ
ラ

ン

ド

｢

旦
呂
み

ハ

ン

ド
レ

ア

ド

の

特
別
税
が

各
村
落
単
位
に

全
文
記
載
き
れ
て

い

る
｡

〔

聖

賢
a

ユ
F

→
p

舛

押
e
-

亡

⊇
f

O

‥
訂
C
-

ギ
○

岩
F
2
∽

t

e

こ
墨

T

l

二
邑

.

岸
｢

雄

記

攣
)

･

｢

炉
税
+

史
料
の

完
全

複
製
版
で

あ
る

｡

司
法
関
係

｡

〔

聖

卜

呂
O

P

臣
1

e

言
已
s

き
U

ロ
S

冒

す

ナ

勺
･

｢

首
已
ロ

(

邑
払

+
こ
?

⊥
ご

･

｢

訊
問
調

芦
と

し
て

知
ら
れ

て

い

る

史
料
の

ラ

ン

カ

ス

タ

ー

伯
領
に

所
属
す
る

も
の

の

う
ち

､

特
に

ラ

ン

カ

シ

ャ

関
係
を

完

全

複
製
し

た
の

が

全
三

冊
と

し

て

刊
行
さ

れ
て

お

り
､

第
一

巻
が

プ

ラ

ン

タ

ジ

ネ
ッ

ト
､

第
二

巻
が
チ

エ

ー

ダ

ー
､

第
三

巻
が
ス

チ
ュ

ア

ー

ト

期
に

相
当
す
る

｡

な

お
､

こ

の

王
の

特
権
を

審
査
す
る

た

め

に

い

N

穿
n

･

≦
-
I

c
.

奈

で

設
定
さ

れ
た

｢

後
見
裁
判
所
+

が

市
民

革
命
の

過
程
で

消
滅
し

､

同
時
に

本
史
料
も

跡
絶
え

る
こ

と

は

周
知
の

通
り

で

あ

る
｡

〔

巴

C
F
e

賢
記
Ⅰ

丘
已

賢
-

○
β
払

冒
賢

巳
○

吉
日

巧

言

邑

軍

ユ
○
か

一

芸
山

一
一

塁
U

〉

く
○
-

+

A
l

p

く
○
-

+
H

H

～
○

､

ぎ
=

H

I

勺

1

メ

監
一
g

l

戸

∽
-

2

W

邑
･

野
O

W
n

(

邑
払
･

00

ヰ

忘
か

一

言
･

チ

ェ

シ

ャ

の

｢

死
後
訊
問
調
書
+

で

ス

テ
ユ

ア

ー

ト

期
の

約
三

〇
〇
件
の

記
録
が

抜
琴

形
式
に

ょ

り

印
刷
に

付
さ

れ

て

い

る
｡

〔

H

ご

吋

訂
P

2

点
S

昌
一

U
2

p

O
∽

≡
○

宏
-

ロ

t

訂

○
貞
0

首
C
O

仁

ユ

O
f

r
P

n
O

邑
e
→

〉

ゴ
ヨ
2

0

=
{
e

n
l

七

≦
I

a

已

誉
n

召

ヨ
コ

盲
d

･

音

声

句

賢
弓

-

○

打

(

邑
P

い

N
〉

い
い

七
〇
)

･

タ
ン

ブ

リ

ン

グ

｢

ロ

ッ

セ

ン

デ
ィ

ル

経
済

史
+

等
に

も

し
ば

し

ば

利
用
さ

れ

た

た

め

わ
が

国
の

研
究
者

に

も

馴
み

深
か

ろ

う
｡

三
九
九
年
設
置
さ

れ

た

特
棒
伯
裁
判
所
の

ラ

ン

指
`

〃

士

カ

シ

ャ

関
係
の

訴
訟
の

完
全
複
製
で

あ

る
｡

上
級
裁
判
所
と

し

て

自
由
民

間
の

紛
争
解
決
が

主
で

あ
る

が

必

ず
し

も

そ

れ

ば

か

り
で

は

な
い

｡

〔

空

A

C

巴
e

n

d

告

○
れ

J
p

2
p

賢
宗

旨
巴
N

e

冒
-

-

s

も
中

音

c
.

ナ

2
詩
e

ユ

邑
･

毛
)
･

ジ
ョ

ン

王

か

ら
ヘ

ン

リ

六

世
時
代
士

で

■廿

在

す
る

]

言
t

-

忘
-

ロ

E
)

岳

の

ラ

ン

カ

シ

ャ

関
係
史
料
の

抜
琴
で

あ

る
｡

当
州
は
ノ

ー

サ
ン

バ

ラ
ン

ド
､

カ

ン

パ

ー

ラ
ン

ド
､

ウ
ェ

ス

ト
モ

ー

ラ
ン

ド

と

共
に

一

区
域
を

成
し
､

通

説
に

言
う
七

年
毎
の

規
則
的
巡

回

は

騒
乱

に

満
ち
た

｢

北

部
+

で

は

不

可

能
で

あ
っ

た

ら

し

い
｡

な

お
､

編
者
の

｢

紹
介
+

心

短
か

い

な

が

ら

要
を

得
て

い

る
｡

〔

望

∽
○

ヨ
e

C
O

邑
智
ご

…
=
汁
e

J
O

邑

筐
写
宅
P

葛
n
t

p

打
e
払

､

賀
ト

ロ
e

ヨ
e

賀
e

呂

賀
○

記
O

f

→
F
O

m
琵
､

E

邑
○
巾

J
P

日

昌

賢
1

も
P

首

W
.
句
P

⊇
U

ュ
邑

･

h

三
･

一

三

二

三

-

四

年
に

お

け
る

ラ
ン

カ

ス

タ

伯
所

属
の

下
級
裁
判
所
記
録
の

全
文
訳
で

あ

り
､

当
州
十
四

世
紀
の

所
領

経
営
を

検

討
す
る

に

は

欠
く
ぺ

か

ら

ざ

る

も
の

で

あ

る
｡

〔

翌

担

C

已
e

n

賢
○

↑
r

呂
○

邑
F

首
e

呂
P

C
F
2

臣
諾

O
e

小

豆
T

t

ぎ
払

す
C
O

ヨ

邑
邑
○

ロ
】

E

P

す
C
･

甘

賢
弓
訂
F

(

邑
+
こ

･

財
務

裁
判
所

C
O

邑
O
f

H

営
F
e

宅
e

l

の

前
で

行
な
わ

れ

た

｢

証
言
+

争

p
C

平

吉
C

ゴ

の

｢

摘
要
+

で

あ
っ

て
､

史
料
は

イ

リ

ザ
べ

ス

の

最
初
の

暗
か

ら
一

八

聖
年
の

∽
-

P
-

亡

訂

○

=
く
岩

富
ぎ

C

+

に

よ

り

当
法
廷
の

管
轄
が

大
法
官
裁
判
所

C
O

邑
○

=
U

訂
β
O

e

l

y

に

移
転
さ

れ

る

ま

で

存

在
し
た

が
､

本
書
は

二
且

五

八
-

二

七

〇
二

年
を

対

象
と

し
て

い

る
｡

〔

巴

卜
P
n

藍
E
1

2

P

n
ト

C

訂

賢
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2

C
P

琵
ど

t

訂

C
O

邑
○
竹

芝
P
r

〔
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訂
J

E
拝

す

声

∽

訂
弓

星
･

官
｡

W
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邑
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ご
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星
法
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､
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一
彦

C
｡

｡

ユ

｡

芸
t

p
り

C

訂
ヨ

訂
→

の

訴
訟
記
録
の

印

刷

と

し

て

は
､

例
え

ば
､

セ

ル

デ
ン

協
会
の

Ⅰ
･

S
･

P
2

邑
p

m

の

手
に

な
る

も
の

等
が

最
も

広

く

知
ら

れ
て

い

る

が
､

そ
の

尾
大
な

史
料
は

必

ず
し

も

公
刊
の

機
会
に

恵

ま
れ

て

い

な
い

｡

本

書
は

一

〇
八

件
の

ラ

ン

カ

シ

ャ

･

チ
ェ

シ

ャ

関
係
の

訴
訟
を

抜
草
し

た

も
の

で

あ
っ

て

絶
対

王

制
期
の

両

州
の

研
究
に

貢
献
す

る

処
が

大
き

か

ろ

う
｡

〔

4 0
〕

爪

吉
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ユ
e
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紆
∽

巴
O

n
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声
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a

ま
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○
叫

t

訂

甘
邑
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勺
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0
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t

F
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C
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巨
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邑
ロ
e
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{

C

ど
の
t

e

り
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巴
心

～
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諾
古

､

監
･

す
ナ

甲

声

野
口

n
e

-
t

昌
一

ナ

C
.

宮
司
F

弓
払

t

(

召
-

･

窒
)
･

チ
ェ

シ

ャ

を

対

象
と

し

た

四

季
裁
判

官
邑
e

→

S
e

邑
○

ロ
払

の

記
録
の

印
刷
で

あ

る
｡

な

お
､

ラ

ン

カ

シ

ャ

に

つ

い

て

は

チ

タ
ム

協
会
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